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(57)【要約】
【課題】安定記録可能なカメラ映像記録装置及びカメラ
映像記録方法を提供する。
【解決手段】本発明のカメラ映像記録装置は、固体撮像
素子１０からの画像信号を信号処理して符号化する符号
化手段１１と、該符号化した画像情報を記録するための
第１の記録媒体１２と、符号化した画像情報を記録する
ための第２の記録媒体１３を挿抜可能に収納する収納手
段と、収納手段における第２の記録媒体１３の有無を検
出する検出手段１４と、該検出手段１４の検出結果とし
て、無しの場合には第１の記録媒体１２のみに所定時間
記録し、有りの場合には第２の記録媒体１３に記録する
記録制御手段１５とを備える。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　固体撮像素子で撮像された画像信号を記録するカメラ映像記録装置であって、
　前記固体撮像素子からの画像信号を信号処理して符号化する符号化手段と
　該符号化した画像情報を記録するための第１の記録媒体と、
　前記符号化した画像情報を記録するための第２の記録媒体を挿抜可能に収納する収納手
段と、
　前記収納手段における前記第２の記録媒体の有無を検出する検出手段と、
　該検出手段の検出結果として、無しの場合には前記第１の記録媒体のみに所定時間記録
し、有りの場合には前記第２の記録媒体に記録する記録制御手段と、
を備えることを特徴とするカメラ映像記録装置。
【請求項２】
　請求項１に記載のカメラ映像記録装置において、
　前記記録制御手段は、前記第１の記録媒体への記録中に前記第２の記録媒体の有りを検
出した場合には、前記第１の記録媒体に記録した画像情報を前記第２の記録媒体に転送す
る転送制御手段を有することを特徴とする、カメラ映像記録装置。
【請求項３】
　請求項１のカメラ映像記録装置において、
　前記記録制御手段は、前記第１の記録媒体が、記録した画像情報で容量一杯であるか否
かを検出する手段と、容量一杯である場合に前記第１の記録媒体に記録した情報を前記第
２の記録媒体に記録するか、又は該情報を記録せずに廃棄するかについて選択指示すべき
旨を表示する表示制御手段とを更に有することを特徴とする、カメラ映像記録装置。
【請求項４】
　請求項１のカメラ映像記録装置において、
　前記所定時間は、最大３０秒に設定されていることを特徴とする、カメラ映像記録装置
。
【請求項５】
　カメラ映像の画像情報を記録するための第１の記録媒体と、該画像情報を記録するため
の第２の記録媒体を挿抜可能に収納する収納手段と、所定の情報を表示する表示パネルと
、前記第１の記録媒体及び前記第２の記録媒体の記録、及び前記表示パネルの表示を制御
する記録制御手段とを備えるカメラ映像記録装置におけるカメラ映像記録方法であって、
　前記記録制御手段の処理が、
（ａ）前記収納手段における前記第２の記録媒体の有無を検出するステップと、
（ｂ）前記ステップ（ａ）にて前記第２の記録媒体が無しの場合に、前記第１の記録媒体
が容量一杯に記録されているか否かを検出するステップと、
（ｃ）前記第１の記録媒体が容量一杯でない場合には、前記第１の記録媒体に当該カメラ
映像の画像情報を記録するステップと、
（ｄ）前記ステップ（ｄ）にて前記ステップ（ａ）にて前記第２の記録媒体が有りの場合
に、前記第１の記録媒体が、記録した画像情報で容量一杯であるか否かを検出するステッ
プと、
（ｅ）前記第１の記録媒体の記録容量一杯のときに、前記第１の記録媒体に記録していた
情報を前記第２の記録媒体に記録するか、又は該情報を廃棄するかについて選択指示すべ
き旨を前記表示パネルに表示するステップと、
（ｆ）第２の記録媒体が前記収納手段に装着されたときに、前記第１の記録媒体に記録し
た記録内容を前記第２の記録媒体にメモリ転送して記録するステップと、
（ｇ）前記メモリ転送後に、その後のカメラ映像の画像情報を前記第２の記録媒体に記録
するように制御するステップと、
（ｈ）前記第２の記録媒体にて記録中に、該記録を停止させるか否かを監視するステップ
と、
（ｉ）前記記録の停止を検出したときに、前記第２の記録媒体への記録を停止するステッ
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プと、
を含むことを特徴とするカメラ映像記録方法。
【請求項６】
　請求項５に記載のカメラ映像記録方法において、
　前記ステップ（ｄ）にて、前記第１の記録媒体の記録した容量が一杯のときには所定の
フラグにセットを設定し、前記ステップ（ｅ）を経た後、前記記録内容の廃棄が選択され
たことを検出した場合、又は前記ステップ（ｆ）にて、前記第１の記録媒体の記録内容を
前記第２の記録媒体へメモリ転送を終了した場合、前記ステップ（ｆ）は、当該フラグに
クリアを設定するステップを更に含み、前記第１の記録媒体の記憶状態の検出を前記フラ
グで判断して、前記第２の記録媒体の記録を開始するステップを含むことを特徴とする、
カメラ映像記録方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、記録媒体にカメラ映像を記録する記録カメラに関し、記録媒体の記録準備完
了前でも撮像映像を保持して記録する技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　記録カメラには、撮像するだけでなく、ＶＴＲなどの記録装置を搭載した記録カメラが
ある。ＶＴＲ付き記録カメラで撮像して収録を行う場合は、ＶＴＲがビデオテープを使用
し、その構造上、テープの認識などに時間を要し、装着後すぐに収録できるものではなか
った。
【０００３】
　従来の記録カメラについて図３（ａ）及び図4（ａ）を参照して説明する。図３（ａ）
は、収録開始時の記録部の状態を示したものである。電源投入後（ＰＯＷＥＲ　ＯＮ）、
記録媒体を装着してもスタンバイ時間があるため、スタンバイ（ＳＴＡＮＤ　ＢＹ）完了
となるまで記録スイッチ（ＲＥＣ）も受け付けない。スタンバイ（ＳＴＡＮＤ　ＢＹ）完
了後に記録スイッチ（ＲＥＣ）を受け付け、記録中（ＲＥＣＯＲＤＩＮＧ）となる。また
、記録の停止スイッチ（ＲＥＣ　ＳＴＯＰ）を行って収録を停止させた後も、その後のス
タンバイ完了になるまで、電源オフ（ＯＦＦ）することができない。
【０００４】
　一方、図４（ａ）は、収録中を表したものである。記録中（ＲＥＣＯＲＤＩＮＧ）は、
記録媒体（メディア）の交換もできないし、記録の停止スイッチ（ＲＥＣ　ＳＴＯＰ）を
押して停止させた場合でも、所定のスタンバイ（ＳＴＡＮＤ　ＢＹ）時間を要し、記録媒
体の取り出し（ＥＪＥＣＴ）するまでに時間を必要とする。
【０００５】
　図３（ａ）及び図４（ａ）の状況は、記録媒体がビデオテープばかりでなく、ディスク
でも同様である。
【０００６】
　現在、ビデオテープやディスクの代わりとなる、メモリ素子を利用したＩＣメモリ（以
下、メモリパックとも称する）を記録媒体とする記録カメラがある。この記録カメラは、
ＶＴＲやディスクを用いる場合とは異なり、メカニックな駆動部分を持たないため、記録
カメラの電源投入後、又はメモリパックの装着後に、直ちに録画可能である。
【０００７】
　また、ディスクとＩＣメモリを用いた撮像装置が開示されている（例えば、特許文献１
参照）。この文献には、ディスクによって記録開始するまでの間、画像信号を圧縮してＩ
Ｃメモリに記録する。
【特許文献１】特開２００６－３３２９８３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００８】
　図３（ａ）及び図４（ａ）に示すように、従来の記録カメラにて画像情報を記録媒体に
記録中に、その記録を停止し、記録媒体を取り出して後、再び別の記録媒体を挿入して記
録を行う必要がある。これは、その記録媒体の交換時に、記録していた映像を記録し損な
う可能性がある。この一つの原因としては、記録カメラの記録準備期間が長いという問題
点があるが、これは記録媒体をＩＣメモリに変更することにより解決することができる。
【０００９】
　また、特許文献１に開示されるような撮像装置にて、記録媒体の記録準備期間の映像を
、個別のＩＣメモリに記録して、記録媒体の記録準備完了後に再び画像情報をその記録媒
体に記録することができる。特許文献１にはＩＣメモリとなるバッファメモリの残容量と
記録準備期間に基づいてビットレートを計算し、そのビットレートに適合させて再記録す
ることについても開示しているが、このバッファメモリが一杯になった場合に対処するこ
とができない。
【００１０】
　また、特許文献１に開示されるような撮像装置では、ビットレートの演算に時間がかか
るために、スクープ映像があった場合にも対応が遅れる可能性がある。
【００１１】
　本発明の目的は、バッファメモリが一杯になった場合や、スクープ映像などの継続性が
求められる画像情報を、記録し損なうことのなく安定記録可能なカメラ映像記録装置及び
カメラ映像記録方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　本発明による第１の態様のカメラ映像記録装置は、固体撮像素子で撮像された画像信号
を記録するカメラ映像記録装置であって、前記固体撮像素子からの画像信号を信号処理し
て符号化する符号化手段と該符号化した画像情報を記録するための第１の記録媒体と、前
記符号化した画像情報を記録するための第２の記録媒体を挿抜可能に収納する収納手段と
、前記収納手段における前記第２の記録媒体の有無を検出する検出手段と、該検出手段の
検出結果として、無しの場合には前記第１の記録媒体のみに所定時間記録し、有りの場合
には前記第２の記録媒体に記録する記録制御手段と、を備えることを特徴とする。
【００１３】
　また、本発明による第２の態様のカメラ映像記録装置は、本発明の第１の態様のカメラ
映像記録装置において、前記記録制御手段は、前記第１の記録媒体への記録中に前記第２
の記録媒体の有りを検出した場合には、前記第１の記録媒体に記録した画像情報を前記第
２の記録媒体に転送する転送制御手段を有することを特徴とする。
【００１４】
　また、本発明による第３の態様のカメラ映像記録装置は、本発明の第１の態様のカメラ
映像記録装置において、前記記録制御手段は、前記第１の記録媒体が、記録した画像情報
で容量一杯であるか否かを検出する手段と、容量一杯である場合に前記第１の記録媒体に
記録した情報を前記第２の記録媒体に記録するか、又は該情報を記録せずに廃棄するかに
ついて選択指示すべき旨を表示する表示制御手段とを更に有することを特徴とする。
【００１５】
　また、本発明による第４の態様のカメラ映像記録装置は、本発明の第１の態様のカメラ
映像記録装置において、前記所定時間は、最大３０秒に設定されていることを特徴とする
。
【００１６】
　更に、本発明による第１の態様のカメラ映像記録方法は、カメラ映像の画像情報を記録
するための第１の記録媒体と、該画像情報を記録するための第２の記録媒体を挿抜可能に
収納する収納手段と、所定の情報を表示する表示パネルと、前記第１の記録媒体及び前記
第２の記録媒体の記録、及び前記表示パネルの表示を制御する記録制御手段とを備えるカ
メラ映像記録装置におけるカメラ映像記録方法であって、
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　前記記録制御手段の処理が、
（ａ）前記収納手段における前記第２の記録媒体の有無を検出するステップと、
（ｂ）前記ステップ（ａ）にて前記第２の記録媒体が無しの場合に、前記第１の記録媒体
が容量一杯に記録されているか否かを検出するステップと、
（ｃ）前記第１の記録媒体が容量一杯でない場合には、前記第１の記録媒体に当該カメラ
映像の画像情報を記録するステップと、
（ｄ）前記ステップ（ａ）にて前記第２の記録媒体が有りの場合に、前記第１の記録媒体
が、記録した画像情報で容量一杯であるか否かを検出するステップと、
（ｅ）前記ステップ（ｄ）にて、前記第１の記録媒体が容量一杯のときに、前記第１の記
録媒体に記録していた情報を前記第２の記録媒体に記録するか、又は該情報を廃棄するか
について選択指示すべき旨を前記表示パネルに表示するステップと、
（ｆ）第２の記録媒体が前記収納手段に装着されたときに、前記第１の記録媒体に記録し
た記録内容を前記第２の記録媒体にメモリ転送して記録するステップと、
（ｇ）前記メモリ転送後に、その後のカメラ映像の画像情報を前記第２の記録媒体に記録
するように制御するステップと、
（ｈ）前記第２の記録媒体にて記録中に、該記録を停止させるか否かを監視するステップ
と、
（ｉ）前記記録の停止を検出したときに、前記第２の記録媒体への記録を停止するステッ
プと、
を含むことを特徴とする。
【００１７】
　また、本発明による第２の態様のカメラ映像記録方法は、第１の態様のカメラ映像記録
方法において、前記ステップ（ｄ）にて、前記第１の記録媒体の記録した容量が一杯のと
きには所定のフラグにセットを設定し、前記ステップ（ｅ）を経た後、前記記録内容の廃
棄が選択されたことを検出した場合、又は前記ステップ（ｆ）にて、前記第１の記録媒体
の記録内容を前記第２の記録媒体へメモリ転送を終了した場合、前記ステップ（ｆ）は、
当該フラグにクリアを設定するステップを更に含み、前記第１の記録媒体の記憶状態の検
出を前記フラグで判断して、前記第２の記録媒体の記録を開始するステップを含むことを
特徴とする。
【発明の効果】
【００１８】
　本発明による第１の態様のカメラ映像記録装置によれば、第２の記録媒体が有りのとき
は、第２の記録媒体への記録動作（以下、通常の記録動作とも称する）を行い、第２の記
録媒体が無しのときのみ第１の記録媒体に所定時間記録するように構成した。これにより
、第２の記録媒体の有無に関わらず、撮像映像を記録することができる。また、第１の記
録媒体には所定時間記録するように構成したことにより、第１の記録媒体にエンドレスで
記録することがなく、この所定時間内での第２の記録媒体の交換を可能とし、スクープ映
像などの大事な画像情報を記録し損なうことがないという効果を有する。
【００１９】
　本発明による第２の態様のカメラ映像記録装置によれば、第１の記録媒体に記録した映
像を第２の記録媒体に転送することにより、連続した撮像映像の記録を確保することがで
きる。
【００２０】
　本発明による第３の態様のカメラ映像記録装置によれば、記録した画像情報で第１の記
録媒体の容量が一杯となった場合に、撮影者への取捨選択の提示を行うことにより記録媒
体に不要となる映像が記録されないため後で編集するときに編集がしやすくなる。
【００２１】
　本発明による第４の態様のカメラ映像記録装置によれば、第１の記録媒体の記録時間を
最大３０秒としたことにより大きな容量のメモリを必要としない。よって、記録装置とし
てコンパクトに構成することができ、第１の記録媒体を挿入して記録しても消費電力が大
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きく増加しないという効果を有する。
【００２２】
　本発明による第１の態様のカメラ映像記録方法によれば、第２の記録媒体が無しのとき
に第１の記録媒体に記録し、第２の記録媒体が装着されたときに第１の記録媒体に記録さ
れた映像を転送するので、第１の記録媒体にて記録し損なうことのない撮影映像を撮影者
等に提供することができる。また、第１の記録媒体に記録した映像が容量一杯のときに、
撮影者への取捨選択の提示を行うことにより、不要となる映像を記録することがなくなる
ため、編集効率のよい撮影映像を撮影者等に提供することができる。
【００２３】
　本発明による第２の態様のカメラ映像記録方法によれば、容量一杯であるか否かの状態
をフラグで判断できるために、記録制御手段の機能又は処理を、判断回路又は判断プログ
ラムで簡単に構成することができるようになる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２４】
　以下、本発明による実施例のカメラ映像記録装置を図１～図５を参照して説明する。
【００２５】
［装置構成］
　図１は、本発明による実施例のカメラ映像記録装置のブロック図である。実施例のカメ
ラ映像記録装置は、固体撮像素子であるＣＣＤ１０（Ｃｈａｒｇｅ　Ｃｏｕｐｌｅｄ　Ｄ
ｅｖｉｃｅ）、カメラ信号処理兼符号化処理回路１１と、メモリ素子１２と、メモリパッ
ク１３と、メモリパック有無検出回路１４と、記録制御部１５と、液晶パネル１６とを備
える。
【００２６】
　ＣＣＤ１０は、光学信号を光電変換して電気信号に変換し、カメラ信号処理兼符号化処
理回路１１に送出する機能を有する。通常、テレビカメラではＲＧＢの３チャンネルの画
像信号を使用するが、本発明の理解を容易にするために、本発明の実施例では１チャンネ
ルの画像信号として説明する。また、通常、テレビカメラでは、記録した画像信号を液晶
パネル１６に再生して確認を行うが、本実施例は、テレビカメラに組み入れることが可能
なカメラ映像記録装置について説明するので、画像信号の再生系についての説明は省略す
る。
【００２７】
　カメラ信号処理兼符号化処理回路１１は、ＣＣＤ１０の出力をニーやガンマなどのカメ
ラ信号処理を行い、得られた画像信号をＭＰＥＧ－２で符号化した画像情報を生成する。
【００２８】
　メモリ素子１２は、記録制御部１５の制御信号に基づいて符号化した画像情報を記録す
るとともに、この記録した画像情報をメモリパック１３に転送するように動作する。メモ
リ素子１２は、記録制御部１５の制御信号に基づいて最大で３０秒記録可能に制御され、
大容量のメモリ素子を必要としない。この３０秒のカウント制御は、記録制御部１５がカ
ウント機能を有し、好適には、後述する記録フラグのセットからカウントするようにする
。
【００２９】
　メモリパック１３は、メモリ素子１２から転送された画像情報、即ち符号化された画像
信号の情報を記録する。
【００３０】
　メモリパック有無検出回路１４は、本実施例のカメラ映像記録装置に対して挿抜可能な
収納手段（図示せず）にて、メモリパック１３の有無を検出する。ＩＣメモリなどのメモ
リパックの収納手段としては任意の既知の態様で実現することができる。また、メモリパ
ック１３の有無の検出は、例えばメモリパック１３に所定アドレスに書き込み、書き込ん
だデータを読み出すことにより比較して行うは、又は予め規定した所定アドレスに記録し
たデータを読み出して比較するか、或いは収納手段における挿抜の有無を検知する物理セ
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ンサを設けることにより、実現することができる。
【００３１】
　記録制御部１５は、メモリ素子１２やメモリパック１３に対する記録制御を行う機能を
有し、メモリ素子１２が記録する画像情報で容量一杯のときに、液晶パネル１６にその旨
を表示し、当該装置の操作者（例えば、カメラマン）に対してメモリ素子１２に記録した
情報をメモリパック１３に記録するか、又は該情報を記録せずに廃棄するかについて選択
指示すべき旨を表示（以下、選択表示とも称する）する機能を有する。
【００３２】
　液晶パネル１６は、記録制御部１５に基づいて選択表示を行うための表示デバイスであ
るが、この選択表示専用ではなく、他の用途（例えば、映像表示）に兼用する液晶モニタ
として構成することもできる。
【００３３】
　より詳細に、図２を参照して本発明による実施例のカメラ映像記録装置の動作を説明す
る。
【００３４】
　図２は、本発明による実施例のカメラ映像記録装置における記録制御部１５の動作のフ
ローチャートである。まず、メモリパック１３の有無を検出する（ステップＳ２０）。メ
モリパック１３無しの場合は、ステップＳ２１に進み、メモリパック１３有りの場合は、
ステップＳ２８に進む（ステップＳ２０）。
【００３５】
　ステップＳ２１では、メモリ素子１２の容量が一杯か否かのフラグをチェックする。メ
モリ素子１２の容量が一杯の場合は、ステップＳ２０に進み、メモリ素子１２の容量が一
杯でないときは、ステップＳ２２へ進む。
【００３６】
　ステップＳ２２では、メモリ素子１２に符号化した画像情報を記録し、メモリ素子１２
に符号化した画像情報の記録を開始した旨を表すフラグ（以下、記録フラグと称する）を
セットして、ステップＳ２３に進む。尚、記録制御部１５は、この記録フラグをセット又
はクリアする機能を有する。
【００３７】
　ステップＳ２３では、記録フラグのセット後に、メモリ素子１２の容量が一杯か否かを
判定する。メモリ素子１２の容量が一杯でない場合は、ステップＳ２０に進み、メモリ素
子１２の容量が一杯のときはステップＳ２４に進む。
【００３８】
　ステップＳ２４では、メモリ素子１２に記録した画像情報をメモリパック１３に記録す
るか、又は該情報を記録せずに廃棄するかについての選択表示を液晶パネル１６に表示し
て、ステップＳ２５に進む。
【００３９】
　ステップＳ２５では、当該装置の操作者による廃棄選択の指示があるか否かの判断を行
う。廃棄でない場合は、ステップＳ２６に進む。廃棄が選択された場合には、ステップＳ
２７に進む。
【００４０】
　ステップＳ２６では、容量一杯となる旨を表すフラグ（以下、ＦＵＬＬフラグと称する
）をセットして、ステップＳ２０に進む。尚、記録制御部１５は、このＦＵＬＬフラグを
セット又はクリアする機能を有する。
【００４１】
　ステップＳ２７では、記録フラグ及びＦＵＬＬフラグをクリアしてステップＳ２０に進
む。
【００４２】
　ステップＳ２８では、メモリパック１３が装着されている場合であり、メモリ素子１２
の記録フラグがオン（即ち、セットされた状態）であるか否かを検出する。オンの場合は
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、次のステップＳ２９に進み、オフの場合は、ステップＳ３１に進む。
【００４３】
　ステップＳ２９では、メモリ素子１２の画像情報をメモリパック１３に全て転送する。
その後、ステップＳ３０に進む。
【００４４】
　ステップＳ３０では、記録フラグ及びＦＵＬＬフラグをクリアして、ステップＳ３１に
進む。
【００４５】
　ステップＳ３１では、メモリパック１３に対して通常動作の符号化された画像信号を記
録する（即ち、通常の記録動作を行う）。次に、ステップＳ３２に進む。
【００４６】
　ステップＳ３２では、記録動作を停止するための停止スイッチがオンされたか否か（即
ち、操作者が記録の停止操作を行ったか否か）を検出する。停止スイッチがオフの場合（
即ち、操作者が記録の停止操作を行っていない場合）は、ステップ３１に進み、記録を続
ける。停止スイッチがオンの場合にはステップＳ３３に進む。
【００４７】
　ステップＳ３３では、記録動作を停止してステップＳ２０に進む。
【００４８】
　以上のように、記録制御部１５は、収納手段におけるメモリパック１３の有無を検出し
、メモリパック１３が無しの場合に、メモリ素子１２が容量一杯に記録されているか否か
を検出し、メモリ素子１２が容量一杯でない場合には、メモリ素子１２に画像情報を記録
するように制御する。更に、記録制御部１５は、メモリパック１３が有りの場合に、メモ
リ素子１２が、記録した画像情報で容量一杯であるか否かを検出し、メモリ素子１２の記
録容量一杯のときに、メモリ素子１２に記録していた画像情報をメモリパック１３に記録
するか、又は該情報を廃棄するかについて選択指示すべき旨を液晶パネル１６に表示する
。
【００４９】
　更に、記録制御部１５は、メモリパック１３が収納手段に装着されたときに、メモリ素
子１２に記録した画像情報をメモリパック１３にメモリ転送して記録し、このメモリ転送
後に、その後のカメラ映像の画像情報をメモリパック１３に記録するように制御する。ま
た、記録制御部１５は、メモリパック１３にて記録中に、該記録を停止させるか否かを監
視し、記録の停止を検出したときに、メモリパック１３への記録を停止する。
【００５０】
　このメモリパック１３の書き込みについて、メモリ素子１２からメモリパック１３への
転送については高速転送して、その後に通常の画像信号のフレームレートで記録するよう
にしてもよい。或いは又、高速転送せずにメモリ素子１２に記録されているフレーム数だ
け、常に遅らせて記録するように構成してもよい。
【００５１】
　以下、メモリ素子１２からメモリパック１３へ高速転送する場合を説明する。図３（ｂ
）は、収録開始時における本実施例の一例である。図３（ａ）の従来の場合と比べて、本
実施例のカメラ映像記録装置であれば、電源オンの後、直ちに収録可能になる。即ち、電
源オンの後の時点で直ちにメモリ素子１２に画像情報を記録する。メモリ素子１２の記録
容量が一杯になる前（３０秒以内）にメモリパック１３（ＩＣメモリを含むメディア）を
装着すると、メモリ素子１２に記録していた画像情報をメモリパック１３に転送し、その
後、メモリパック１３に対して通常の記録を行う。ここで、メモリ素子１２の記録容量が
一杯の場合は、取捨選択させる選択表示を行って操作者の指示を待つ。操作者の操作によ
りストップスイッチがオンされれば、記録動作を停止させる。
【００５２】
　図４（ｂ）は、メモリパック１３に記録中に取り出して交換する場合を示した図である
。メモリパック１３（ＩＣメモリを含むメディア）を取り出し直後に、メモリ素子１２へ
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２の記録内容がメモリパック１３に転送される。３０秒を越える場合、メモリ素子１２の
記録容量が一杯である旨を知らせるために、取捨選択の選択表示を行う。操作者の操作に
よりストップスイッチがオンされれば、記録動作を停止させる。
【００５３】
　より具体的な適用例を如何に説明する。
【００５４】
　図５は、本実施例のカメラ映像記録装置をテレビカメラに適用した一例を示す図である
。例えば、スクープ映像として「立てこもり映像」を収録中に、「警官突入」映像に切り
替わったため、メモリパック１３（メディア）を交換して収録する状況を想定している。
この場合、「立てこもり映像」のメディア１０１と「警官突入」のメディア１０２のメモ
リパック（メディア）に番号を付与しておき、これらの番号を読み出すことによって、簡
単に収録素材のメディア１０３を制作することができる。
【００５５】
　上述した実施例のほかにも、本発明には幾多の変形例が可能である。例えば、複数のメ
モリ素子１２及び複数のメモリパック１３を組み合わせて、複数のメモリ素子１２の記録
時間を可変に設定するように構成することもできる。従って、本発明は、上述の実施例に
制限されるものではなく、特許請求の範囲によってのみ制限される。
【産業上の利用可能性】
【００５６】
　本発明は、放送局で使用する記録カメラでニュースなどを収録するカメラ映像記録装置
に有用である。また、記録媒体はテープやディスクなどの起動時間が長いものでなく、Ｉ
Ｃメモリを利用したメモリパックなどを使用した撮像カメラに有用である。
【図面の簡単な説明】
【００５７】
【図１】本発明による一実施例のカメラ映像記録装置のブロック図である。
【図２】本発明による一実施例のカメラ映像記録装置における記録制御部の動作のフロー
チャートである。
【図３】収録開始時における記録装置の状態について従来技術との比較を表す図である。
【図４】収録中における記録装置の状態について従来技術との比較を表す図である。
【図５】本発明による一実施例のカメラ映像記録装置をテレビカメラに適用した一例を示
す図である。
【符号の説明】
【００５８】
１０　ＣＣＤ（Ｃｈａｒｇｅ　Ｃｏｕｐｌｅｄ　Ｄｅｖｉｃｅ）
１１　カメラ信号処理兼符号化処理回路
１２　メモリ素子
１３　メモリパック
１４　メモリパック有無検出回路
１５　記録制御部
１６　液晶パネル
１０１　「立てこもり映像」のメディア
１０２　「警官突入」のメディア
１０３　収録素材のメディア
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